
 

  

⾚い⽻根共同募⾦助成事業

45名 会場 27名 オンライン  18名
アンケート回収数 29 会場 21 オンライン 8

 参加者の 鎌倉市 逗⼦市 葉⼭町 横須賀市 藤沢市 平塚市 海⽼名市 秦野市 ⼩⽥原市 横浜市
居住地 7 4 7 1 1 1 1 1 2 4

参加者の 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上
年齢 0 1 2 4 6 16 0

参加者の 家族 当事者 医療関係 福祉関係 ⾏政関係 その他 (複数回答あり）

⽴場 24 1 1 4 0 0

家族会 家族会会報 じんかれん 案内状 じんかれん その他 (複数回答あり）

知ったか ニュース ホームページ

16 6 5 2 1 2

講演会に 良かった 普通 あまり良くなかった 記⼊無し
参加して 26 2 0 1

【特に、⼼に残る場⾯・⾔葉】
・対話のデモンストレーションの、皆様との対話のひとつひとつ。
・デモンストレーションで、コミュニケーションの取れない娘と共に⾚ちゃん時代からの写真を⾒たこと。
・⼼の対話

 ・解決するためではなく、それぞれが語る空間を作っていく、オープンダイアローグの基を知りました。
 ・オープンダイアローグが、当事者中⼼であるということ。本⼈の希望や気持ちを⼤事にすることが素晴らしいと思う。

 ・Aさんの娘さんの良くなられた話。すばらしいことで、嬉しいです。やはり、愛は寛容で情け深い。⼼と⼼の真の対話が⼤切。
・「答のない不確かな状況に耐える。」
・「精神の病とは何なのか、考えていくこと。」
・参加しているうちに、⾃然に⾃分⾃⾝のリフレクションが出来ました。Aさんのお話が、⾃分の家族と重なり⼼が温まりました。
・家族関係の⼤切さ。共有するということ。
・「じんかれんは、家族の声を聴いて、それを社会に発信して欲しい。」
・「2⼈でチームを組む。」「本⼈のいないところで話さない」
・何をもって病気が良くなるとするかが、本⼈にとってと周りの⼈にとってと違うことがある。
 対話をすること⾃体に意味がある。
・訪問看護の中でオープンダイアローグが⾏われていると知ったこと。
 「習得した⼈がいない」について。意外に難しいことなのだろうと知る。1984年から36年過ぎているが
 ほとんど進歩がなされていないのだなあ、と。
・「安⼼」
・デモンストレーション。話を聞いて欲しい⼈の話を引き出したことに感動した。
・病とは何か、考えさせられた。
 語る本⼈を主役として、話し合いも本⼈抜きで話し合わないというところが素晴らしい。
・三ツ井⽒がオープンダイアローグの性格について語ったとき。
 ・三ツ井さん始め皆様が終始優しい⾔葉と思いやり溢れる雰囲気でいらしたこと。
 ODのデモンストレーションも⼼のやり取りがなされていて素敵でした。
・Aさんの⾔葉「アルバムを⾒せると、コミュニケーションは取れなくても、⽗がどう関わって来たのか、
 いかにかわいがってくれたのかということが伝わった」
・娘さんの”おいたちのアルバム”を通じての親⼦の会話（ＯＤ）により⺟親の愛情で、娘さんはトラウマから解放され
 親⼦の信頼と絆が復活。素晴らしい内容に感動しました。 

講演会を何で

参加者数

2020年度オープンダイアローグ巡回学習会in鎌倉 2020年10⽉17⽇ 鎌倉市福祉センター
「オープンダイアローグから学ぶこと〜⼼が通う対話とは〜」

アンケート結果



 

  

・Aさんが「こんなこと話すつもりはなかったんですけど」 とおっしゃって、家族の話をしてくださったのは、
 まさしく「リフレクティング」が⾏われたということですね。
 ゆっくりお茶でも飲みながら、講師の皆さんとお話したいなあと思いました。
・Aさんのご苦労話・⼼が通う対話
・三ツ井さんをはじめ、講師の⽅々の感受性の⾼さ、志の⾼さが印象的でした。
 同じ「当事者」という⾔葉でもそれぞれの受け⽌め⽅が違うという話。
・オープンダイアローグのデモストレーション
・「本⼈の事をスタッフだけで本⼈のいないところで話すのをやめる」
・「『じんかれん』のような⽇本の家族会は、海外で話しても評価される。『家族の声も聴いて下さい』という運動がもっとあると良い」
 という三ツ井さんの⾔葉。

【⾃分の⽣活に役⽴てられそうと思うこと。】
・鎌倉の相談員、事業所の管理者、親、いろいろな⽴場としてとても役に⽴った。
・当事者を、信じて信じて寄り添うこと。
・家族の⼒も信じて対話していきたいと思った。
・オープンダイアローグの7つの原則の中で、全て⽇常⽣活に注意していきたいと思った。
・思いを⾔葉に出せるように⼼がける、のは⼤切。
・家族とのありのままの対話を続けて⾏きたい。
・現実に焦点を当てるのではなく、どうすれば良いのかを考える。
・訪問看護をするときの⼼構えとして、オープンダイアローグを⼤切にしていきたい。
・病気（が良くなる）のことばかり⼼配しないで、我が⼦として、また、⼈⽣を共に歩む⼈としてつきあっていきたい。
・訪問者との相性もある。
・当事者の話を、もっとじっくり聞くようにしようと思った。
・家族のつながりの⼤切さを更に感じた。
・⽬的を持って話すのではなく、話す（対話する）副産物だという、⼒の抜けた思い。
・当事者の対応についての話し⽅に学ぶべきところがあった。
・福祉事業所の利⽤者様と会話をするとき、⾯談するときも、⽀援者主体から脱し、
 利⽤者様と⼀緒に本⼈のペースで⼀つ⼀つ会話が出来れば良いと思った。
・⾃分の⽣活に役に⽴てそう、とても参考になった。
・⾔葉を聴くということは、⼼に寄り添うということだとよく解りました。 今後の⽣活の中で活かしたいと思います。
・息⼦と親⼦の会話はすぐ感情的な対⽴になり難しいので、社会ネットワーク（つながりのある⼈々等）の⽅を招き、
 オープンダイアローグが実施できればと思います。

・本⼈の話の内容（妄想）に焦点を置くのではなく、本⼈の状態・感情に⽬を向けて⾏こうと思った。
・「本⼈の事をスタッフだけで本⼈のいないところで話す事をしない」と⾔う事を⼤切に考える。

【気づいたこと⾃由に】
・とても共感する講演会でした。共感と同情とは違い、寄り添うと⽀援の在り⽅も難しいと思いました。
 これからもっと勉強したいと思いました。
 本⽇は、準備から企画から全て、本当にありがとうございました。
・デモンストレーションが、理解しやすいと思います。
 出演者（家族会等）に、もう少し準備をしてあげれば良かったのではと思います。
・対話のデモンストレーションを⾒て、はじめて、オープンダイアローグの”かたち”を知りました。
 訪問看護をお願いしないと、オープンダイアローグを実践することは出来ないのでしょうか？
・オンラインでの講演会は初めてです。後援者の呼吸や⼈柄が伝わりづらく、少し残念な気持ちがしました。
 家族会からのお話があり、お話を受けて講演者から対話や受け⽌め⽅の⾒本を学んだ。
・オンライン講演会は初めてで、もどかしく、直接お話を聞くのとは違うな、とも思いましたが
 リモートだからできる講演会があると、新しい可能性を感じました。
・訪問看護に興味を持てました。
・ズームならではのプロブレムがあったかと思いますが、最終的には温かい気持ちに包まれた閉会となり、
 かえって良かったと思う。
・オンラインのこのような講演会でも､⼼の交流が持てるのだということがわかった。
・海外の精神医療が進んでいるのでうらやましい。私の娘は、⼊院して症状が悪化した。以前20年かかって治ったのに、
 戻ってしまった。薬では治らない。
・リモートでこんな会が出来るのが、本当に便利な世の中になったと思った。

・当事者との⽇常の対話を通じて、⼼が通じる対話が出来るよう努⼒したい



 

・”安⼼”という⾔葉が、当⼈にとってのkey wordだと思った。
 具体的に私たちの⽣活している場に、オープンダイアローグがトライできる可能性はあるのか。
 対話、話をする、そのままの気持ちを伝えること、謙虚に⾃分の⼼を出すことの⼤切さを感じさせていただいた。
・始めに、オープンダイアローグから学ぶことを､4名の講師からお話いただき、ダイアローグを⾏う意味とか、
 したときの良いところも少しはわかったが、オープンダイアローグというものを当事者がどのように依頼できるのかを知りたい。
・⽬標を⾒つける、病状を軽くする､何かを決める､ということではなく会話することが⽬的。
 そこがスタートでありゴールであるというところがとても学びにつながった。
・オープンダイアローグは、定められた答に向かってそれを⾒つけようとするものではなく
 対話を通じて個々⼈が⾃⾝の問題に気づき、⾃分で解決を⾒つけようとすることを⼿助けする治療法なのではないか。
 「オープン」とは、特定のところに収束（クローズ）するものではなく、どんなときにも「開かれている」という意味であるということを理解。
・精神病を発病した際のフィンランドと⽇本のアプローチの仕⽅が真逆ですね。薬を極⼒避け、ODアプローチを⾏政として取り組む…
 本当に⼈を⼤切にしていて素晴らしいと思いました。
 抗精神薬への考え⽅だけでなく⾏政の在り⽅や医療の在り⽅、社会まで全て違うのだろうと思いますが、⽇本の薬漬け精神医療が
 ODが持つ⼒で僅かずつでも変わること、また少しでも多くの⽅がODを受けられるようになることを願っています。
 とても勉強になりました！ありがとうございました。
・僕は当事者のため、普段は家族会のイベントに参加することはなかったが、オンライン開催のため、今回は参加できたことが
 とても有意義だったと思っている。特に、家族会に参加しているご家族の⽅々が、ビジネスライクでなく、
 「ハート」を持ったつながりで活動されていることに⼼を打たれた。
・広い会場でのオンライン講演会は、参加者の⾳声をどの様に取り込むか？ ⼯夫と実証などが必要と思います。
 オンラインで参加しましたが、会場の⽅の質問がほとんど聞き取れ無かった。
・良い研修会をありがとうございました。
・会場の⽅の質問が聞こえずらかった。
・後半のリフレクティングの部分、海⽼名の研修会と同じく、お⺟様の体験談が印象深く、講師の⽅の話が
 お⺟様にどう受け⽌められたかがよくわからなかった。
・Zoomを利⽤しての相談の可能性について  
・いつもそうですが、このような学習会の講師の⽅がたと出会えていたら、当事者（このことばには疑問を持たれているのが、
 ⼀個の⼈間としての存在を認めてもらえているようでもうれしい⾔葉でした）である息⼦も違った歩みができた
 のではないかと思います。どの地域でもオープンダイアローグを治療に活かす（精神科薬を使わなくても済む？）ことができれば
 精神科医療も変わってくるのではないかと期待しています。もっと勉強したいと思います。


